
〔世代間のアンバランス〕
年齢別1人当たりの医療費・保険料・自己負担の変化額

医療保険制度を通じた現役世代から高齢世代への所得移転が強まっている
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一人当たり医療費の変化額

一人当たり保険料の変化額

一人当たり自己負担の変化額

高齢者世代の保険料の変化額は、医療費
の変化額に対して小さく、特に、80歳以上
で顕著な差が生じており、現役世代と高齢
者との負担に不均衡が拡大している。

（万円）

(年齢）

現役世代は、医療費の変化額と比較して保険料の変化が
大きく、医療費に対して3～4倍の変化額となっている。
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